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平成22年度決算報告
平成23年度9月補正
人事行政等の運営状況を公表

写真は、安養寺ふれあいグラウンドの芝生を植える子どもたち。2 日間でおそ250 人が参加しました。詳細は10 ページ



歳出　87億31万円 歳入　89億1,700万5千円

4.0％

その他
3億5,079万1千円

9.5％

物件費
8億2,805万5千円

15.0％

補助費
13億684万3千円

8.9％

繰出金
7億7,514万7千円

10.0％

投資的経費
8億7,108万1千円

11.6％

公債費
10億554万6千円

19.6％

扶助費
17億31万7千円

21.4％

人件費
18億6,253万円

30.8％

町税
27億4,823万1千円

28.0％

地方交付税
24億9,392万2千円

20.5％

国・県支出金
18億3,253万3千円

10.2％

町債
9億983万1千円

10.5％

その他
9億3,248万8千円

平 成 22 年 度 決 算 報 告
　日出町の平成 22 年度歳入歳出決算が、9 月の第 3 回町議会定例会で認定されました。

　平成 22 年度の一般会計決算額は、歳入 89 億 1,700 万 5 千円、歳出 87 億 31 万円で、

差し引き 2 億 1,669 万 5 千円の黒字決算でした。

　皆さんに納めていただいた税金や、国・県から交付されたお金がどのように使われた

のか、決算の状況をお知らせします。

地方交付税

　�市町村間の財政格差をな

くすため、国から交付さ

れるもの。

国・県支出金

　�特定の事業を行うために、

国・県から交付されるも

の。

町債

　事業を行うための借金。

扶助費

　�社会保障費であり、町民

の最低限の生活維持を図

るためのもの。

公債費

　借金の返済にあたるもの。

投資的経費

　�道路や公園、施設整備な

どに要した経費。

繰出金

　�一般会計から特別会計へ

の持ち出し分。

用語説明
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企　業　会　計（水道事業会計）
収益的収支の決算額

収入額（税込） 4億192万9千円
支出額（税込） 3億5,029万1千円

企　業　会　計（水道事業会計）
資本的収支の決算額

収入額（税抜） 1億4,025万9千円
支出額（税抜） 3億5,319万3千円

＊�不足額は、留保資金、減債積立
金、建設改良積立金で補てん。

特　別　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出

国民健康保険 29億3,846万8千円 29億2,542万5千円
簡易水道 902万7千円 897万3千円
公共下水道 8億514万5千円 8億514万5千円
老人保健 50万3千円 50万3千円
漁業集落排水 3,460万8千円 3,460万8千円
農業集落排水 3,713万2千円 3,713万2千円

介護保険
保険事業 21億7,082万7千円 21億4,651万8千円
サービス事業 1,603万4千円 1,603万4千円

後期高齢者医療 2億4,901万9千円 2億4,901万9千円

歳
入

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
89
億
１
，
７
０

０
万
５
千
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
１
億

４
，
５
０
７
万
２
千
円
、
１
・
６
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
を
み
る
と
、
全
体
で
27
億
４
，

８
２
３
万
１
千
円
で
、
前
年
度
比
１
億

２
，
５
８
９
万
１
千
円
、
４
・
４
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
町
民
税
が
増
加
し
、
企
業
収
益

回
復
の
兆
し
が
み
え
た
も
の
の
、
主
要

税
目
で
あ
り
ま
す
個
人
町
民
税
や
固
定

資
産
税
の
減
少
に
よ
り
、
町
税
の
決
算

額
は
平
成
15
年
度
以
来
の
低
水
準
と
な

り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
24
億
９
，
３
９
２

万
２
千
円
で
、
前
年
度
比
２
億
４
，
２

０
０
万
８
千
円
と
10
・
７
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
87
億
31
万
円

と
、
前
年
度
比
１
億
９
，
０
４
３
万
１

千
円
、
２
・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
45
億
６
，
８
３

９
万
３
千
円
で
、
前
年
度
比
４
億
１
，

１
５
０
万
４
千
円
、
９
・
９
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
17
億
31
万
７
千
円
で
、

前
年
度
比
３
億
５
，
１
３
５
万
４
千
円
、

26
％
の
大
幅
な
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
８
億
７
０
２

万
２
千
円
と
、
前
年
度
比
２
億
３
，
９

８
７
万
４
千
円
、
21
・
６
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
豊
岡
小
学

校
校
舎
増
改
築
事
業
、
豊
岡
小
学
校
校

舎
耐
震
補
強
事
業
、
川
崎
・
豊
岡
保
育

園
整
備
事
業
、
道
路
整
備
で
は
、
鳴
川

今
井
線
や
大
峰
平
原
線
等
の
改
良
事

業
、
隅
櫓
・
裏
門
櫓
の
復
元
、
防
災
無

線
整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

貯
金
の
積
み
増
し
と
、
借
金
の
減
少

　

平
成
16
年
度
末
に
約
８
億
８
，

０
０
０
万
円
に
減
少
し
て
い
た
基
金
（

貯
金
）
残
高
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
の

行
財
政
改
革
の
実
行
に
よ
り
着
実
に
増

加
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
財

政
運
営
も
順
調
に
推
移
、
約
３
億
４
，

０
０
０
万
円
を
積
み
増
し
、
基
金
残
高

は
約
19
億
７
，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高
は
、
こ

の
５
年
間
で
約
15
億
３
，
０
０
０
万

円
減
少
し
、
総
額
約
１
４
６
億
６
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、「
日
出
町
公
共

施
設
整
備
基
金
」
を
新
た
に
創
設
し
、

１
億
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
小
中
学
校
の
耐
震
補

強
工
事
、
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
工

事
、
老
朽
化
し
て
い
る
中
央
公
民
館
、

町
営
体
育
館
等
の
建
て
替
え
な
ど
、
将

来
予
想
さ
れ
る
大
き
な
支
出
が
町
財
政

の
悪
化
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
事

前
に
積
み
立
て
て
お
く
も
の
で
す
。

緊急情報を伝える防災行政無線

町道鳴川今井線

豊岡小学校の 1 期工事完成
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防
災
対
策
や
子
育
て
事
業
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

９
月
補
正
で
２
億
２
７
９
万
６
千
円
を
追
加

　

９
月
の
追
加
補
正
で
、
平
成
23
年
度
の
既
定
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
７
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
92
億
３
０
７
９
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。
補
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
２
，５
１
２
万
７
千
円
）

消
防
費

防
災
用
資
機
材
の
配
備

	

（
１
，４
８
７
万
円
）

　

災
害
時
に
中
心
的
な
避
難
所
と
な
る

町
内
の
小
中
学
校
８
カ
所
に
防
災
用
備

蓄
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
指
定
し
て
い
る
全
15
カ
所
の
施
設

に
、
テ
ン
ト
や
発
電
機
、
投
光
器
な
ど

の
防
災
用
資
機
材
を
配
備
し
ま
す
。

消
防
施
設
等
整
備
事
業	（
７
３
０
万
円
）

　

日
比
の
浦
区
に
消
防
水
利
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
区
民
か
ら
用
地
を
提
供

し
て
も
ら
い
、
防
火
水
槽
を
設
置
し
ま

す
。

　

ま
た
、
新
町
区
の
防
火
水
槽
を
移
動

新
設
し
ま
す
。

消
防
施
設
費	

（
１
３
０
万
円
）

　

消
防
団
の
所
有
す
る
小
型
消
防
ポ
ン

プ
を
更
新
し
ま
す
。

（
１
，０
８
２
万
６
千
円
）

民
生
費

緊
急
時
医
療
情
報
キ
ッ
ト

	

（
１
５
０
万
円
）

　

緊
急
時
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
、
65
歳

以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方
や
高
齢
者
夫

婦
世
帯
、
障
が
い
者
等
の
要
援
護
者
を

対
象
に
配
布
し
ま
す
。

　

高
齢
者
等
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
や
緊
急

連
絡
先
、
健
康
状
態
な
ど
を
書
い
た
台

帳
等
を
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管

す
る
も
の
で
す
。

地
域
子
育
て
創
生
支
援
事
業

	

（
５
３
４
万
円
）

　

町
中
央
公
民
館
の
中
庭
を
芝
生
化
す

る
と
と
も
に
、
児
童
室
の
改
修
を
行
い
、

「
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
役
場
本
庁
１
階
に
授
乳
・
お

む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ー
ト
推
進
事
業

	

（
１
８
８
万
４
千
円
）

　

出
産
や
子
育
て
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
事
業
で
あ
り
、
母
親
だ
け
で
な

く
父
親
も
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
前
に
行
う
「
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ

パ
パ
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
助
産
師
や
現

役
パ
パ
を
講
師
に
招
き
講
座
を
行
い
ま

す
。

　

出
産
後
に
行
う
「
マ
マ
パ
パ
子
育
て

体
験
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
親
子
を
保
育

園
に
受
け
入
れ
、
保
護
者
は
保
育
士
の

指
導
の
も
と
子
育
て
を
体
験
、
子
ど
も

は
集
団
生
活
を
体
験
し
ま
す
。
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（
２
，０
６
３
万
９
千
円
）

教
育
費

学
校
施
設
の
修
繕
及
び
整
備

	

（
６
７
１
万
円
）

　

学
校
施
設
老
朽
化
の
た
め
の
修
繕
、

藤
原
小
学
校
進
入
道
路
拡
幅
の
た
め
の

用
地
購
入
や
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。

書
画
カ
メ
ラ
購
入	

（
56
万
円
）

　

書
画
カ
メ
ラ
（
実
物
投
影
機
）
を
８

台
購
入
。
教
科
書
や
資
料
、
立
体
図
を

ス
ク
リ
ー
ン
や
電
子
黒
板
に
映
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

手
元
の
動
き
や
資
料
な
ど
を
映
す
こ

と
で
、
児
童
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
効

果
的
な
説
明
が
で
き
ま
す
。

体
育
施
設
整
備	

（
１
４
８
万
円
）

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
中
の
安
全
性
確

保
の
た
め
、
競
技
場
の
壁
面
に
ガ
ル
バ

リ
ウ
ム
鋼
板
を
取
り
付
け
ま
す
。

（
９
，０
１
７
万
６
千
円
）

土
木
費

道
路
整
備
費	

（
４
，４
４
０
万
７
千
円
）

　

新
規
に
着
手
す
る
路
線
と
し
て
、
内

野
・
西
小
深
江
の
町
道
中
屋
敷
早
水
線
、

影
平
の
萱
場
線
な
ど
５
路
線
を
整
備
し

ま
す
。
そ
の
他
河
川
改
良
費
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

お
お
い
た
安
心
住
ま
い
改
修
支
援
事
業

	

（
５
１
０
万
円
）

　

高
齢
者
の
住
環
境
整
備
や
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
に
、
耐

震
改
修
（
２
戸
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
（
10
戸
）、
子
ど
も
部
屋
の
増
改
築

等
（
５
戸
） 

の
費
用
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

（
５
６
３
万
３
千
円
）

観
光
費

赤
松
橋
駐
車
場
舗
装
工
事

	

（
３
９
７
万
３
千
円
）

　

藤
原
赤
松
区
に
あ
る
赤
松
橋
は
、
町

内
で
唯
一
の
石せ
っ
こ
う拱
橋
で
あ
り
、
昭
和
39

年
に
は
町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
こ
こ
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
た
め
、
駐
車
場

や
歩
道
の
整
備
、
防
護
柵
の
設
置
を
行

い
ま
す
。

日
出
町
団
体
旅
行
誘
致
事
業
補
助
金

	

（
１
５
０
万
円
）

　

旅
行
会
社
等
が
取
り
扱
う
貸
切
バ
ス

を
用
い
た
旅
行
商
品
促
進
の
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
特
に
減
少
が
著
し
い
団
体

旅
行
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た
負
担
金

	

（
14
万
円
）

　
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
日
出
町
が
登
場
し
ま
す
。
期
間
は
10

月
か
ら
12
月
。

　

大
分
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
県
内
全
市
町
村
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

（
２
，７
７
５
万
円
）

総
務
費

地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
導
入

	

（
３
３
６
万
円
）

　

給
与
支
払
報
告
書
や
給
与
所
得
者
の

異
動
届
な
ど
の
提
出
、
法
人
町
民
税
の

申
告
や
固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
の
申

告
な
ど
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
事
務
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
導
入
委
託
費

	

（
１
，０
１
９
万
３
千
円
）

　

住
民
記
録
情
報
や
税
務
情
報
な
ど
、

基
幹
系
行
政
シ
ス
テ
ム
を
県
下
８
市
町

村
で
共
同
利
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
運
用
費
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
，１
４
４
万
９
千
円
）

農
林
水
産
業
費

公
共
造
林
委
託
料	

（
２
０
４
万
円
）

　

水
源
か
ん
養
保
安
林
と
し
て
の
機
能

向
上
の
た
め
、
藤
原
百
合
野
の
、
山
林

の
下
刈
り
を
行
い
ま
す
。

駐車場等の整備をする「赤松橋」

拡幅予定の藤原小学校への進入道

�



人事行政等の運営状況を公表

１．職員の任免や職員数に関する状況

（1）職員の採用と退職の状況
　　（平成22年4月1日～平成23年4月1日）

H22.4.1 現在職員数 退職者 採用者 H23.4.1 現在職員数
211人 6人 7人 212人

（2）再任用の状況
　　＊平成 22 年度に再任用職員の採用なし

（3）部門別職員数の状況
（各年 4 月 1日現在　単位：人）

職　員　数
平成22年 平成23年 差引

一
般
行
政

議　会 3 3 0
総　務 47 46 △1
税　務 16 16 0
民　生 26 27 1
衛　生 7 7 0

農林水産 15 16 1
商　工 6 5 △1
土　木 18 20 2
小　計 138 140 2

教　　　育 38 39 1
普通会計　計 176 179 3

公
営
企
業
等

水　道 10 9 △1
下　水 5 5 0
国　保 8 7 △1
介　護 10 10 0
その他 2 2 0
小　計 35 33 △2

合　　　計
211 212 1

[247] [247]

＊�職員数は一般職に属する職員。[　] 内は条
例定数の合計です。教育長は含みません。

2． 職員の勤務条件等の状況

（1）年次有給休暇の取得状況
　　（対象期間：平成22年1月1日～平成22年12月31日）

総付与
日数　

総使用
日数　

対象　
職員数

平均使用
日数　　 取得率

5,604日 1,237日 141人 8.8日 22.0%

＊町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

3．職員の分限及び懲戒処分の状況

　平成22年度の分限処分
１

及び懲戒処分
２

はありませんでし
た。

用語説明

１�　公務能率の維持を目的に職員になされる処分であり、
心身の故障によるものや、職に必要な適格性を欠く場合
の処分になります。
２�　制裁的処分であり、職員の義務違反に対するものや、
全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場合の処分
で、その種類として、免職、停職、減給及び戒告があり
ます。

4．職員の給与の状況

（1）総括
　①人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口
（平成22年度末）

歳出額　　A 実質収支 人件費　B
人件費率

B/A
（参考）　

21年度人件費率

22年度 28,610人 8,694,902千円 194,252千円 1,732,469千円 19.9％ 19.8％

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

　②職員給与費の状況（一般会計予算）

区分
職員数
　　Ａ

給与費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ　給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　計　　Ｂ

23年度 193人 821,336千円 87,716千円 310,135千円 1,219,187千円 6,317千円

＊職員手当には退職手当を含みません。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

�



（2）職員の平均給与月額、初任給等の状況（平成23年４月１日現在）
　①職員の平均年齢、平均給料月額の状況　　　　　②職員の初任給の状況

一般行政職 区　　　分 初任給

平均年齢 平均給料月額
一般行政職

大　学　卒 169,860円

42.7歳 336,111円 高　校　卒 137,275円

＊平成17年４月１日から、給料月額について５％の減額措置を実施しています。

　③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）
区　　　 分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職
大　学　卒 266,855円 331,693円 363,058円
高　校　卒 ― 279,015円 337,440円

＊平成17年４月１日から、給料月額について５％の減額措置を実施しています。
＊該当する職員がいない項目については（－）で表記しています。

　④一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容 主事、技師 主任 主査 係長等 課長補佐等 課長等 課長等

職員数 13人 9人  27人 11人 40人 45人 4人 149人
構成比 8.7％ 6.0％ 18.1％ 7.4％ 26.9％ 30.2％ 2.7％ 100.0％

＊日出町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（3）特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 給　　料　　月　　額　　等

給
料

町　長
副町長

740,080（841,000）円
615,480（669,000）円

※平成24 年3 月31 日までの間（　　）内の金額から町長12％、副町長
8％を減額支給。

報
酬

議　長
副議長
議　員

388,000円
331,000円
322,000円

期
末
手
当

町　長
副町長

2.95月分
2.95月分 （22年度支給割合）

議　長
副議長
議　員

3.35月分
3.35月分
3.35月分

（22年度支給割合）

（4）職員の手当の状況
　①期末手当・勤勉手当　　　　　　　　②退職手当（平成23年４月１日）

平成22年度支給割合 支給率 自己都合 勧奨・定年
期末手当 2.60月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤勉手当 1.35月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　　2％～20％5．職員の研修の状況

種別 研修名 内容 参加人数

外部派遣研修

基 本 研 修 等 新採用研修、新任係長研修、新任課長研修等 29人
行 政 実 務 研 修 契約事務研修、法制執務研修、税務関係研修等 11人

職務能力向上研修 条例等立案改廃研修、話し方能力開発研修、自己管理・タイムマ
ネジメント研修、事務段取・マニュアル作成研修等 10人

指 導 者 養 成 研 修 接遇研修指導者養成研修 1人

県 職 員 合 同 研 修 リスクマネジメント講座、図解表現力講座、住民との協働講座、
クレーム対応講座等 9人

独 自 研 修
階 層 別 研 修 新採用研修、管理職研修トップマネジメントセミナー、課長補佐

級・係長職員研修等 92人

人 権 研 修 人権問題に詳しい指導員による講話 198人
通 信 教 育 自治体管理者講座 管理者基礎、創造型管理者実務コース 5人

合　　　　　　　　　　　計 355人
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子
ど
も
手
当
制
度

10
月
か
ら
子
ど
も
手
当

が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
手
当
は
、
中
学

卒
業
前
ま
で
一
律
に
、
１
人
に
つ
き

１
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
か
ら
支
給
要
件
や
支
給
金
額

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
10
月
に
振
り
込
ま
れ
る
子

ど
も
手
当
は
、
６
月
分
か
ら
９
月
分
の

手
当
て
と
な
り
ま
す
の
で
、
旧
制
度
で

の
支
給
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
振
込
日
は
10
月
13
日
（
木
）

で
す
。

【
申
請
手
続
き
が
必
要
】

　

10
月
か
ら
の
新
制
度
で
の
受
給
に
あ

た
っ
て
は
、
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
に
は
、
９
月
末
に
案
内
を
個
別
送

付
し
ま
す
の
で
、
役
場
窓
口
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
し
な

い
場
合
は
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
て
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【�

10
月
以
降
に
、
転
出
入
及
び
新
た
に

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
】

　

支
給
事
由
発
生
日
の
翌
日
か
ら
15
日

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
制
度
の
支
給
額

○
０
歳
～
３
歳
未
満　
　

１
万
５
千
円

○
３
歳
～
小
学
校
就
学
前

・
第
１
子
・
第
２
子　
　
　
　

１
万
円

・
第
３
子
以
降　
　
　
　

１
万
５
千
円

○
中
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

＊
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■�

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て

　

日
出
町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
の
利
便

性
の
向
上
や
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出

を
目
的
に
、
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
暘
谷
駅
の
利
用
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

調
査
対
象　

最
寄
り
の
駅
が
暘
谷
駅

と
想
定
さ
れ
る
対
象
地
区
か
ら
、
15

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
無
作
為
に
抽

出
し
た
６
０
０
人
。

■
調
査
期
間　

10
月
初
旬

■
対
象
地
区　

　

�

日
出
地
区
全
域
、
太
田
、
是
城
、
辻

間
団
地
、
宗
行
、
南
部
、
西
部
、
中
部
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課
企
画
調
査
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

農
業
者
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

老
後
の
備
え
は
万
全
で

す
か
？

○�

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
毎
月
保
険
料
額
は
自
由
設
定
。

　
（
２
万
円
～
６
万
７
千
円
）

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
。

○�

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
。

○�

農
業
の
担
い
手
に
は
手
厚
い
施
策
支

援
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
５

調
査
員
が
家
庭
を
訪
問

「
水
洗
化
の
お
願
い
」

と「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

　

町
で
は
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な

い
家
庭
を
訪
問
し
、
水
洗
化
（
下
水
道

へ
の
接
続
）
の
お
願
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
洗
化
の
阻
害
と
な
っ
て
い
る
理
由

等
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、

水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
役
立
て
ま
す
。
調
査
に
あ
た
っ
て

は
、
町
が
委
託
し
た
調
査
員
が
直
接
お

宅
を
訪
問
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
聞
き

取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
調
査
期
間　

　

10
月
上
旬
～
平
成
24
年
１
月
末

■
問
合
先　

上
下
水
道
課　

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
３
４

８
月
発
注
分
の
公
共

工
事
を
報
告
し
ま
す

■
城
下
海
岸
遊
歩
道照明

灯
設
置
工
事

　

城
下
海
岸
遊
歩
道
で
照
明
灯
未

設
置
区
間
に
13
基
の
照
明
灯
を
設

置
し
ま
す
。

■
豊
岡
小
学
校
外
構
整
備
工
事

及
び
本
館
旧
校
舎
解
体
工
事

　

現
在
施
工
中
の
新
校
舎
校
門
周

辺
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

本
館
旧
校
舎
を
解
体
し
、
２
期
工

事
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
更
地
に

し
ま
す
。

■
問
合
先　

契
約
検
査
室

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
１
７

�

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

知
っ
て
お
き
た
い
行
政
情
報



地
域
と
行
政
の
取
り
組
み

安
全
安
心
な
通
学
路

日
出
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
見
守
り
活
動
に
尽
力

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
に
、
町
内
の
多
く
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
尽
力
し
た
と
し
て
、
９
月
２
日
に
開

催
さ
れ
た
「
大
分
県
交
通
安
全
大
会
」

に
お
い
て
、
日
出
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
宮
本
惠し
げ

文ふ
み

会
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
日
、
宮
本
会
長
と
大
神
公
明
副
会

長
が
役
場
を
訪
れ
、
工
藤
町
長
に
受
賞

報
告
を
し
ま
し
た
。

藤
原
南
部
老
人
ク
ラ
ブ

大
分
県
教
育
奨
励
賞
受
賞

　

藤
原
南
部
老
人
ク
ラ
ブ
（
湯
浅
章
久

会
長
）
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
、
教
育
活
動

に
尽
力
し
た
と
し
て
、「
大
分
県
教
育

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
、
８
月
29
日
、
湯

浅
会
長
や
後
藤
佑
副
会
長
ら
が
役
場
を

訪
れ
、
工
藤
町
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

南
部
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
見
守
り
活

動
の
ほ
か
、
地
域
内
で
の
清
掃
活
動
、

竹
と
ん
ぼ
や
竹
馬
作
り
な
ど
の
昔
な
が

ら
の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
の

　

設
置
に
つ
い
て

　

日
出
町
で
は
町
内
の
交
通
事
故
抑
止

を
目
的
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
防
護
柵
（
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
）、
区
画
線

な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
設
置
要
望
が

多
い
た
め
、
交
通
量
や
危
険
度
、
利
用

度
な
ど
を
判
断
し
、
優
先
順
位
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
８
月
末
ま
で
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
８
基
、
防
護
柵
64
ｍ
、
区
画
線

４
６
０
ｍ
の
設
置
や
修
繕
を
完
了
し
ま

し
た
。

●
危
険
個
所
に
気
付
い
た
ら
！（
新
設
）

　

�　

地
元
区
長
を
通
じ
、「
交
通
安
全

施
設
設
置
申
請
書
」
を
都
市
建
設
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
安
全
施
設
の
破

損
に
気
付
い
た
ら
！
（
修
繕
）

　

�　

職
員
や
業
者
で
修
繕
し
ま
す
の

で
、
直
接
都
市
建
設
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊�

信
号
機
や
、
規
制
標
識
（
一
旦
停
止

等
）
は
大
分
県
警
察
が
整
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
日
出
警
察
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

都
市
建
設
課
建
築
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

過去３年間の
交通安全施設の設置状況

カーブ　　
ミラー（基）

防護柵
（ｍ）

区画線
（ｍ）

平成20年度 11 186 9,135

平成21年度 15 390 7,723

平成22年度 8 271 2,952

日出町は見守り活動が盛んです

子どもたちは地域の宝

危険個所に気付いたら連絡を！

�



芝を植える参加者。
グラウンドは 10 月
中旬から使用できる
予定です。

祝い品を贈る工藤町長

　

敬
老
の
日
を
前
に
、
90
歳
以

上
の
方
に
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
祝
い
品
を
届
け
よ
う
と
、
管

理
職
や
町
長
が
90
歳
以
上
の
方

の
お
住
ま
い
や
入
所
先
施
設
を

訪
問
し
、長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

対
象
者
は
４
３
８
人
。
こ
の
う

ち
、
95
歳
以
上
の
方
の
お
住
ま

い
や
介
護
保
険
施
設
な
ど
を
町

長
が
直
接
訪
問
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
敬
老
事
業
と
し
て
、

昨
年
10
月
１
日
か
ら
今
年
９
月

30
日
ま
で
に
、
米
寿
・
喜
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
祝

い
状
と
祝
い
品
を
贈
っ
て
い
ま

す
。

敬
老
の
日
を
前
に

祝
い
品
を
贈
り
、
長
寿

を
祝
う

　

豊
岡
小
学
校
の
１
期
工
事
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
か
ら
使
用
し
ま

す
。職
員
室
、配
膳
室
、保
健
室
、

教
室
を
配
置
し
、
２
期
工
事
が

完
成
す
る
来
年
７
月
ま
で
、１
・

２
・
６
学
年
が
こ
こ
で
学
び
ま

す
。
廊
下
部
分
や
共
有
ス
ペ
ー

ス
を
広
め
に
確
保
。
床
は
ヒ
ノ

キ
、壁
に
は
ス
ギ
を
使
う
な
ど
、

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

過
ご
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
ま
す
。

豊
岡
小
学
校
１
期
工
事
完
成

10
月
中
旬 

使
用
開
始3 階ウッドデッキスペース

　9 月 17 日・18 日の両日、藤原安養
寺ふれあいグラウンドに芝を植えよう
と、日ごろ同グラウンドを使用している
スポーツクラブや消防団、地域の方など、
2日間でおよそ 250人が集まりました。
　参加者は、スコップなどで穴を掘り、
芝の苗を植えていきました。
　日出サッカースポーツ少年団の豊岡小
学校 6年の渡邉元太くんと日出小学校 5
年の帯刀大地くんが「早く芝生の上で、
思いっきりプレーがしたい」と話してく
れました。

安養寺ふれあいグラウンド芝生化

地域に愛される広場に

明るく木の香りのする
教室　　　　　　　　

10

TOWN　TOPICS
まちの話題　8月～ 9月

日出町ポータルサイト「ひじ jin.com」
 広報紙に掲載されなかった写真やイベントなど身近な情報が満載。
　  「http://hijijin.com」



写真①　速見郡選手団結団式で
選手宣誓をする三重さん。
写真②　開会式で、大会スロー
ガンを持ち、入場行進する少年・
少女バレーチームの代表者。
　その他の写真は、町内で開催
された競技の様子。

②

①

　

９
月
10
日
・
11
日
の
両
日
、
別
杵
ブ
ロ
ッ
ク
を
主
会

場
に
、「
第
64
回
大
分
県
県
民
体
育
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
だ
ち
、
９
月
１
日
、
町
中
央
公
民
館
で
速

見
郡
選
手
団
結
団
式
が
行
わ
れ
、
三
重
一か

ず

騎の
り

さ
ん
（
卓

球
競
技
）
が
「
郷
土
の
誇
り
と
名
誉
に
か
け
て
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

べ
っ
ぷ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、「
藤

原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
」「
大
神
少
女
バ
レ
ー
」「
日
出
少
年

バ
レ
ー
」
の
代
表
者
６
人
で
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
ち
、

入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
綱
引
の
６
つ
の
競
技
が
行
わ
れ
、
速
見
郡
の
名

を
背
に
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

成
績
は
総
合
で
10
位
、
昨
年
よ
り
２
つ
順
位
を
上
げ
、

Ｃ
部
で
は
３
位
の
成
績
で
し
た
。

第
64
回
大
分
県
県
民
体
育
大
会

速
見
郡
チ
ー
ム
Ｃ
部
３
位
入
賞

【
団　

体
】

○
第
１
位	

ボ
ウ
リ
ン
グ	

（
３
人
チ
ー
ム
戦
）

○
第
２
位	

バ
レ
ー
ボ
ー
ル	

（
女
子
）

	

ラ
イ
フ
ル
射
撃	

（
総
合
）

○
第
３
位	

弓
道	

（
女
子
遠
的
）

　

	

ボ
ウ
リ
ン
グ	

（
総
合
）

	

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル	

（
男
子
）

【
個　

人
】	

（
敬
称
略
）

○
第
１
位	

野
上　

祐
司	

（
陸
上
）

	

大
石
理
恵
子	

（
陸
上
）

	

後
藤　

和
義	

（
自
転
車
）

	

山
本　

公
人	

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
）

	

小
園　

将
仁	

（
体
操
）

○
第
２
位	

藤
原　

里
美	

（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

	

後
藤　

和
義	

（
自
転
車
）

○
第
３
位	

古
野　

浩	

（
陸
上
）

	

豊
田　

浩
史	

（
自
転
車
）

	

高
木　

明	

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
）

	

前
田　

幸
代	

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
）

団体・個人の上位入賞者
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健　康

子育て
10月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73 ‐ 3130

＊診療時間は変わる場合があります。
　�各医療機関や健康増進課にご確認
ください。

２日　鈴木病院	 73‐2131
９日　さくら医院	 28‐0777
10日　金田耳鼻咽喉科医院	 28‐0810
16日　日出児玉病院	 72‐2724
23日　吉岡内科医院	 73‐2787
30日　松本整形外科クリニック
	 73‐2775

11月の休日当番医
３日　サンライズ酒井病院	 72‐2266
６日　河野医院	 72‐2302

開催日　10月15日（土）13時～16時
ところ　日出町保健福祉センター
内　容
　・�お仕事ブース
　　�運送業やエンジニア、お菓子屋
さん、保育士、ウエイトレスな
どの仕事を体験。

　・�あそびブース
　　�お化け屋敷やカフェ、宝探し、

ゴルフ、魚釣り、バルーンアー
トなど。

ひじま
ちじどうかんまつり

参 加 者 募 集 さよならメタボ活動教室

チャレンジ！メタ活 2011

対 象 者　　　メタボリックシンドロームの予防に関心がある方
参 加 費　　　無料
申込期限　　　10 月１4 日（金）
申込・問合先　健康増進課長寿健康係　☎ 73 ‐ 3130

回 日時・場所 内容

1
11月2日（水）
9時30分～11時30 分
町保健福祉センター

・開講式
・�講話（保健師）「己を知る！もしかして私

もメタボ？自分の健診結果を見てみよう」

2
11月16日（水）
9時30分～11時30分
町営体育館

・講義と実習（健康運動指導士）
　�「運動から対策を練る！メタボ克服は楽し

い運動から」

3
12月14日（水）
9時30分～13時30分
町保健福祉センター

・�講義と調理実習（管理栄養士）「食事から
対策を練る！①メタボ克服メニューを作っ
てみよう」

4
1月18日（水）
9時30分～11時30分
町保健福祉センター

・�講義と実習（管理栄養士）「食事から対策
を練る！②メタボ克服はバランスのとれた
食事から」

5
2月1日（水）
9時30分～11時30 分
町保健福祉センター

・�講話（保健師）「チャレンジ！自分に合っ
たメタボ対策を実践しよう」

・閉講式

　今年こそは、メタボリックシンドロームと向き合ってみませんか？
　講話や実習を通して生活習慣を見直し、メタボリックシンドローム
を予防・改善する教室を開催します。

出 張 で 運 動 指 導

「グループさわやか日出」に新メンバー
　８月17日、日出町健康運
動普及推進員養成講座が終了
し、新たに10人の普及推進
員が誕生しました。
　この講座は、運動ボラン
ティアとして活動する「グ
ループさわやか日出」の活動
メンバーを養成するものであ
り、２ケ月間に15回の講義

や実習を受け、運動ボランティアとして活動するために必要な知識や
技術を学ぶものです。
　町保健福祉センターのトレーニングルーム（火・木）や自治公民館
等で、運動指導のボランティア活動を行っていきます。
　希望される個人や団体は、下記までご連絡ください。

問合先　健康増進課長寿健康係　☎ 73‐ 3130
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参 加 者 募 集 ママパパ子育て体験スクール

体験保育で育児不安を解消
　初めての育児は不安や経験不足などで、戸惑うことがいっぱいで
す。
　認可保育園で、保護者に体験保育をしてもらうことで、育児不安
を解消します。この機会に、保育士の指導で子育てについて学んで
みませんか？

体験保育できる保育園　豊岡保育園・日出保育園・大神保育園
＊希望する保育園にならない場合もあります。
内　容　保護者は、午前中（３時間程度）に体験保育をします。
　　　　子どもは、一時預かりで他の子どもと一緒に過ごします。
　　　　週に１回程度、合計４回の体験スクールです。　
対　象　初めての育児で、子育てに不安がある保護者。
定　員　１施設につき、月に１組の親子を受け入れます。
参加料　無料
申込・問合先　福祉対策課子育て支援係　☎73‐ 3121

児童館へおいでよ

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●バドミントンをしよう　
　10日（月）　9時～
●赤ちゃん広場（0歳児・200円）
　14日（金）10時30分～
●絵本の読み聞かせ（乳幼児）
　17日（月）10時30分～
●ちびっこ運動会（乳幼児親子）
　18日（火）10時～　町中央公民館
　7日までに要申込
●わくわく保育園（昼食代、1組400円）
　21日（金）10時～　要申込
●保育園の誕生会に参加しよう（要申込）
　28日（金）10時～10月生まれの子
●巡回児童館　31日（月）10時30分～
　オレンジコム前
●親子グループ活動（10時30分～）
　０～１歳　４日・11日・25日
　　　２歳　６日・13日・27日
　３～５歳　５日・12日・26日

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談
　月～金　9時～ 16時
●インディアンごっこ（0歳～就学前）
　13日（木）10時～ 12時
　町中央公民館
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　12日（水）・20日（木）・24日（月）
　10 時～ 12 時
●大きなどんぐりを見つけよう（0～
　2歳）24日（月）10時～12時
●牛乳パックでブロックを作ろう
　（0歳～就学前まで）
　10月21日（金）　10時～12時
●10月誕生会（0 歳～就学前）
　17日（月）11時～
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　14日（金）・28日（金）10時45分～

日出町児童館	 ☎72‐0323

●楽しい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　21日（金）11時15分～11時45分
●レクリエーション大会（小学生）
　29日（土）13時30分～15時30分

お
母
さ
ん
教
室
を
開
催

　　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
過
ご
し
方
や
お
産
に
つ
い
て
の

お
話
、
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

　　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
教
室
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
妊
婦
さ
ん
と
も
交
流
で
き
る
よ

い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
各
回
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
・
時
間

①
「
妊
娠
・
授
乳
期
に
よ
る
お
話
」

　

�

管
理
栄
養
士
に
よ
る
お
話
と
調
理
実

習　

11
月
９
日
（
水
）
10
時
～
12
時

30
分

②
「
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
」

　

�

お
産
、
お
っ
ぱ
い
の
お
話　

11
月
22

日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

�

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て

支
援
係
☎
73
‐
３
１
２
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　　

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
か
ら
出

産
、
そ
し
て
子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
の
間
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

の
健
康
状
態
を
記
録
す
る
大
切
な
手
帳

で
す
。

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
票
も
同
時
に

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
や
妊
婦
・
乳

児
健
康
診
査
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
で
き
ま
す
。

交
付
時
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑

�

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

☎
73
‐
３
１
２
１
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県
下
で
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
拡
大
中
で
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

検
索
し
て
い
る
と
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
青
色
ラ
イ
ト
で

イ
ノ
シ
シ
を
追
い
払
う
、夜
間
専
用
の「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
通
せ
ん
ぼ
」と
い
う
製
品
に
目
が
と
ま
り
ま

し
た
。

　

近
年
イ
ノ
シ
シ
は
、里
山
周
辺
だ
け
で
な
く

人
里
に
も
頻
繁
に
出
没
し
て
、農
作
物
に
多
く

の
被
害
を
与
え
た
り
、と
き
に
は
人
を
襲
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
子
供
は
、ウ
リ
坊
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
か
わ
い
ら
し
い
が
、大
人
に
な
る
と
１

０
０
㎏
位
の
大
き
さ
に
な
り
、非
常
に
学
習
能

力
が
高
く
、そ
の
た
め
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
し
て

も
、慣
れ
て
き
て
効
果
が
だ
ん
だ
ん
薄
く
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

繁
殖
能
力
も
高
く
、ジ
ャ
ン
プ
力
も
相
当

で
、１
ｍ
ほ
ど
の
柵
な
ら
飛
び
越
え
て
し
ま
う

と
か
。走
る
の
も
早
く
突
進
し
て
く
る
と
相
当

な
破
壊
力
を
も
つ
。地
面
を
ほ
じ
く
り
返
す
力

も
強
く
、埋
ま
っ
て
い
る
農
作
物
、竹
の
子
も

ほ
じ
く
り
返
し
て
し
ま
う
。イ
ノ
シ
シ
は
、雑

食
性
で
イ
ネ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、ま
た
果
物
や
竹

の
子
な
ど
も
よ
く
食
べ
、自
治
体
や
農
家
に
と

っ
て
、イ
ノ
シ
シ
被
害
は
実
に
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
出
町
で
の
被
害
と
対
策

　

こ
れ
ま
で
被
害
の
少
な
か
っ
た
日
出
町
で

す
が
、最
近
被
害
が
深
刻
に
な
り
、地
域
と
協

力
し
て
の
イ
ノ
シ
シ
柵
、電
気
柵
、箱
わ
な
の

設
置
な
ど
、種
々
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
乗
り
出

し
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
の
被
害
額
は
、平
成
21
年
度
７
８

１
万
円
、22
年
度
７
２
０
万
円
、23
年
度
は
９

月
現
在
で
４
７
１
万
円（
内
カ
ラ
ス
被
害
１
６

４
万
円
を
含
む
）が
報
告
さ
れ
て
お
り
、年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、捕
獲
や
防
護
柵
な
ど
の
設
置
に

対
す
る
助
成
や
、捕
獲
者
に
対
す
る
報
奨
金
支

払
制
度
な
ど
を
と
お
し
て
、捕
獲
の
奨
励
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
も
鳥
獣
被
害
か
ら
農
林
産
物
を
守

る
た
め「
鳥
獣
害
対
策
早
わ
か
り
」の
小
冊
子

を
作
成
し
、啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。こ
の
資

料
で
は
イ
ノ
シ
シ
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
、サ
ル
、カ
ラ

ス
に
つ
い
て
、①
鳥
獣
の
生
態
と
対
策
、②
寄

せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り
、③
農
地
を
効
果
的

に
囲
う
、④
適
切
な
駆
除（
捕
獲
）を
行
う
。以

上
の
４
点
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

　

日
出
町
で
の
鳥
獣
被
害
の
大
半
は
イ
ノ
シ

シ
被
害
で
す
が
、一
部
で
カ
ラ
ス
被
害
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、佐
伯
市
で
は
全
て
の

鳥
獣
で
被
害
が
あ
り
、そ
の
う
ち
平
成
22
年
度

中
の
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
捕
獲
頭
数
は
３
，２
０

４
頭
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

県
で
の
会
合
に
出
席
す
る
と
、地
域
の
過
疎

化
や
鳥
獣
被
害
、竹
林
の
拡
大
と
荒
廃
が
論
議

の
中
心
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
農
作
物

を
被
害
か
ら
守
る
基
礎
的
知
識
、対
策
が
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
生
態
と
特
徴
を
理

解
し
、「
近
づ
け
な
い
、侵
入
さ
せ
な
い
、捕
獲

す
る
」を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
し
て
は
、昼
夜
を
問
わ

ず
エ
サ
を
求
め
て
活
動
、味
が
濃
厚
で
甘
み
の

強
い
も
の
が
大
好
物
、出
産
期
は
４
月
～
６
月

で
２
～
７
頭
と
多
産
。

　

特
徴
と
し
て
は
、警
戒
心
が
強
く
臆
病
で
注

意
深
い
、あ
ま
り
人
前
に
姿
を
見
せ
な
い
が
慣

れ
る
と
大
胆
に
な
る
、鼻
は
敏
感
で
地
面
を
ほ

じ
く
り
返
す
、跳
躍
力
に
優
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
、地
域
に
侵

入
さ
せ
な
い
た
め
に
ト
タ
ン
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
、電
気
柵
、箱
わ
な
、ネ
ッ
ト
な
ど
を
設
置

し
て
捕
獲
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

捕
獲
者
に
捕
獲
報
奨
金
を
支
給

　

町
の
対
策
予
算
は
５
７
０
万
円
、３
７
５
万

円
、１
，４
９
８
万
円
と
年
々
拡
大
し
て
お
り
、

こ
の
３
年
間
で
２
，４
４
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
内
訳
は
、電
気
柵
１
８
３
基
、箱
わ
な

36
基
、防
護
柵
３
地
区
で
６
，６
５
４
ｍ
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
度
は
、新
た
に
捕
獲
報
奨
金
３

１
５
万
円
を
設
け
、捕
獲
者
に
１
頭
１
万
５
千

円
の
奨
励
金
を
支
払
う
こ
と
に
し
、ま
た
、狩

猟
免
許
を
も
ち
、捕
獲
の
た
め
出
動
し
た
人
に

対
す
る
手
当
て
と
し
て
、１
６
８
万
円
を
予
算

化
し
、多
く
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
策
を

強
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
捕
獲
は
、４
月
以
降
少
な
か
っ
た

が
、７
月
に
13
頭
、８
月
に
64
頭
、９
月
は
20
日

ま
で
に
47
頭
が
捕
獲
さ
れ
、現
在
ま
で
の
総
計

は
１
４
０
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
21
頭
、22
年
度
の
32
頭
に
比

べ
る
と
格
段
の
捕
獲
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
を
近
づ
け
な
い
対
策
が
必
要

　

岡
山
県
の
資
料
を
見
て
重
要
な
点
に
気
付

き
ま
し
た
。そ
れ
は
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
に
近
づ

け
な
い
対
策
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。地
域
が
過
疎
化
し
、荒
廃
し
て
い
る
こ

と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
一
体
と
な
っ

て
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な

い
と
感
じ
ま
し
た
の
で
、資
料
か
ら
要
約
し
て

転
記
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
餌
付
け
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

　

・�

生
ゴ
ミ
や
野
菜
く
ず
を
田
畑
や
山
際
に
捨

て
な
い
。回
収
す
る
か
、隠
す
こ
と
。

　

・�

収
穫
の
終
わ
っ
た
野
菜
、果
樹
等
を
畑
に
残

さ
な
い
。町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
放
置
さ
れ
残

っ
て
い
る
光
景
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

・�

収
穫
し
な
い
果
樹
、竹
林
を
放
置
し
な
い
。

　

・�

お
墓
の
お
供
え
は
持
ち
帰
る
。

②
イ
ノ
シ
シ
を
田
畑
に
近
づ
け
な
い
。

　

・�

休
耕
地
や
耕
作
放
棄
地
は
格
好
の
寝
床
や

ヌ
タ
バ
に
な
り
、地
域
へ
の
侵
入
口
と
な

る
。

　

・�

警
戒
心
を
も
た
せ
る
た
め
、散
歩
や
見
回
り

は
山
際
の
道
、け
も
の
道
を
通
っ
て
み
る
。

　

・�

山
際
の
草
木
の
伐
採
や
枝
払
い
を
し
、見
通

し
の
良
い
環
境
を
つ
く
る
。

　

・�

田
畑
を
エ
サ
場
だ
と
覚
え
さ
せ
な
い
。

　

・�

女
性
、高
齢
者
で
も
出
没
当
初
か
ら
追
い
払

い
に
参
加
し
な
い
と
、逃
げ
な
い
習
慣
が
つ

い
て
し
ま
う
。　
　
（　

次
号
に
つ
づ
く　

）
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日出町長　工藤　義見

そ の 57

だ
よ
り



定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　10月4日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73-3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　10月11日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73-3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　大神地区公民館
　と　き　10月18日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73-3150

●障がい児・者等支援相談
　相談先　�社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
☎72-2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　�太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72-1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　�日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎73-3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73-3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097-545-0110
　　　　　　　 （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978-62-2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　�毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　 （�収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097-536-1458

萬里図書館　　　☎ 72 － 2851

休館日
　　3日・9日・10日・17日・23日・24日・27日・30日・31日

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ

　　○とき　10月 8日（土）・22日（土）10時 30分～ 11時 30分

　　○対象　幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM（フムフム） による読み聞かせ

　　○とき　10月 28日（金）11時～ 11時 30分

　　○対象　0歳～ 5歳くらいまで

新刊案内

「野球にときめいて」

王貞治：著　中央公論新社：刊

　人生、いい時ばかりではなかっ
た。でも不満だったことはない。
プロ野球界に飛び込んで50年以
上。ひたすら歩んだ一本道を王貞
治が振り返る。

「パンダもの知り大図鑑」

倉持浩：著　誠文堂新光社：刊

　上野動物園のパンダ飼育係が、
パンダの生活・行動、パンダ舎の
日常、2011年に中国からやって
きたリーリーとシンシンなどにつ
いて豊富な写真とともに解説。

「フェルメールの食卓」

林綾野：著　講談社：刊

　フェルメールの作品を傍らに、
17世紀オランダの暮らしと食と
いう角度から、彼の残したわずか
な影法師を追いかける。17世紀
のレシピ5品、現代オランダのレ
シピ11品のほか、フェルメール
全作品美術館案内も掲載。

「放射能から家族を守る」

那須正夫・岡本晃典・
石井信昌：著

　　　　　　朝日新聞出版：刊

　大気や食品中の放射能はどのよ
うに測定するのか。土壌に沈着し
た放射性物質は、どの程度作物に
移行するのか。放射能に関する基
礎知識をわかりやすく解説する。
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○�

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
年
賀
状
講
座
（
ワ
ー
ド
）
】

○�

と
き　

11
月
4
・
11
・
18
・

25
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
金

曜
日
）

○�

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
無
料
IT
相
談
】

○�

と
き　

11
月
10
・
17
・
24
日

13
時
～
15
時
（
毎
週
木
曜
日
）

○�

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

10
月
21
日（
金
）

▼
申
込
先
・
問
合
先　

　

�

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出
☎
75

‐
８
６
３
７

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
４
級
養
成
課

程
講
習
会
開
催

　　

４
級
養
成
課
程
と
３
級
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
無
線
を
使

っ
て
、
世
界
各
国
の
人
た
ち
と

交
信
し
ま
せ
ん
か
？

　

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
れ

ば
、
個
人
、
法
人
局
と
し
て
緊

急
時
の
通
信
が
で
き
ま
す
。

▼�

開
催
日　

11
月
13
日（
日
）・

20
日（
日
）・
12
月
４
日（
日
）

▼
開
催
場
所　

町
中
央
公
民
館

▼�
問
合
先　
　
　

（
佐
野
）
☎

　

０
９
０
‐
８
７
６
９
‐
１
７
２
２

▼
申
込
先　

ウ
ェ
ブ
シ
テ
ィ
別

　

府
☎
23
‐
３
４
５
１

講　

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
講
座

　
　

（
エ
ク
セ
ル
応
用
）
】

○�

と
き　

11
月
1
・
8
・
15
・

22
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
火

曜
日
） ひじ文化まつり

　29日・30日の２日間、ふるさとレストランがオープン。

お茶席もあります。

記念講演会
　とき　10月29日（土）

　　　　10時30分～12時

　講師　元県立先哲史料館主任研究員

　　　　田本　政宏　氏

　演題　「萬里河流る」

その他のイベント
●美術作品展・菊花展

　29日（土）・30日（日）9時～16時

●芸能大会

　30日（日）10時30分～15時

●カラオケ大会

　11月3日（木）13時～

●謡曲大会

　11月5日（土）9時30分～16時30分

帆足萬里回想展
　とき　10月29日（土）・30日（日）

　会場　視聴覚室

第10回瀧廉太郎記念音楽会
　とき　10月29日（土）

　　　　13時30分～15時30分

　内容　第1部　さざんか保育園・日出暘

　　　　　　　　 谷フラウエンコール

　　　　第2部　北峯千裕（ギタリスト）

　　　　第3部　首藤玲奈（ソプラノ歌手）

　　　問合先／生涯学習課　☎ 73 ‐ 3156　

開
催
期
間　

10
月
29
日
（
土
）
か
ら

会　
　

場　

日
出
町
中
央
公
民
館

帆足萬里160年祭　同時開催

２０１１

16

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速 見 郡 日 出 町 3 9 0 4 番 6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// w w w . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



相　

談

母
子
家
庭
等
就
業
相
談
会

　

就
職
活
動
を
し
て
い
る
が
、

働
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
ん
な

母
子
寡
婦
の
皆
さ
ん
の
悩
み
に

お
答
え
し
ま
す
。
相
談
後
、
登

録
さ
れ
た
方
に
、
求
人
情
報
の

提
供
や
会
社
の
あ
っ
せ
ん
・
紹

介
を
行
う
な
ど
、
専
門
の
支
援

員
が
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
参

加
無
料
。

▼�

対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の

父
母
及
び
寡
婦
に
限
り
ま
す
。

▼�

問
合
先　

県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
３
３

１
３そ

の
他

日
出
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼�
内
容　

表
彰
式
（
募
集
作
品
よ

り
）
／
人
権
講
演
会
／
人
権

啓
発
映
画
上
映
／
展
示
（
パ

ネ
ル
・
写
真
・
標
語
等
）

▼�

と
き　

12
月
10
日
（
土
）
９

時
30
分
～
12
時

▼
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

【�

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品

募
集
（
一
般
）
】

▼�

募
集　

標
語
／
作
文
／
ポ
ス

タ
ー

▼�

応
募
資
格　

町
内
在
住
、
も

し
く
は
、
日
出
町
内
の
事
業

所
に
通
勤
す
る
方

▼
応
募
規
定

○�

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
。

○�

ポ
ス
タ
ー
は
、
四
つ
切
り
画

用
紙
。

○�

作
文
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
４
～
５
枚
程
度
。

＊�

作
文
に
つ
い
て
は
、
文
章
中

の
個
人
名
や
名
称
等
に
ご
配

慮
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

10
月
31
日（
月
）

▼�

提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
及

び
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う

え
、
中
央
公
民
館
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い

▼
問
合
先　

町
中
央
公
民
館

　

☎
73
‐
３
１
５
６

建
築
物
実
態
調
査

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府

県
及
び
市
区
町
村
の
協
力
の
も

と
、
最
近
に
お
け
る
建
築
物
及

び
住
宅
の
建
築
状
況
等
を
調
査

し
、
住
宅
・
建
築
行
政
等
の
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
「
建
築
物
実
態
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
本
年
11
月
15
日

ま
で
の
間
に
県
の
調
査
員
が
お

宅
を
訪
問
し
て
、
質
問
形
式
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
統
計
上
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
本
調
査
の
趣
旨
に
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼�

問
合
先　

県
土
木
建
築
部
☎

０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
７
９

日
出
支
援
学
校
公
開

　

日
常
的
な
教
育
活
動
を
自
由

に
見
学
で
き
ま
す
。

▼�

と
き　

11
月
１
日
（
火
）
～

７
日
（
月
）
９
時
～
14
時

＊�

木
・
土
・
日
を
除
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

日
出
支
援
学
校

▼�

問
合
先　

日
出
支
援
学
校
☎

72
‐
２
３
０
５

	

豊
岡　

南　
　

悦
子

人
住
ま
ぬ
庭
の
ど
く
だ
み
匂
い
つ

つ　

雨
降
れ
ば
な
お
陰
々
と
咲
く

	

藤
原　

村
岡　

祥
子

太
陽
の
光
を
紫
外
線
と
呼
び　

夏
は

し
だ
い
に
閉
ざ
さ
れ
て
ゆ
く

	

大
神　

藤
野　

和
子

伝
え
た
き
こ
と
あ
る
よ
う
に
蜩
が　

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
と
わ
が
庭
に
鳴
く

	

日
出　

杉
田
美
智
子

孫
二
人
「
か
え
る
の
う
た
」
を
声
高

に　

歌
う
も
お
か
し
雨
の
一
日

	

豊
岡　

森
永
三
千
代

颱
風
を　

避
け
幾
隻
も　

別
府
湾

	

藤
原　

岸
川　

房
子

虫
の
音
を　

聞
き
分
け
姿　

知
り
に

け
り

	

日
出　

永
松
美
知
子

霧
の
海　

盆
地
の
町
を　

沈
め
け
り

	

日
出　

大
野　

仁
王

法
師
蝉　

さ
い
ご
の
ジ
ー
ッ
で　

し

め
く
く
る

	

豊
岡　

坪
田　

京
子

打
ち
水
に　

風
鈴
の
音
の　

澄
み
わ

た
る

町
民
文
芸

訂
正
と
お
詫
び

　

町
報
８
月
号
13
ペ
ー
ジ
で
三

浦
シ
ズ
エ
さ
ん
（
軒
の
井
）
と

あ
る
の
は
（
片
原
津
）
の
間
違

い
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。
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リハビリテーション科・リウマチ科



府
☎
23
‐
８
６
０
９

建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う

制
度
で
す
。

▼�

問
合
先　

建
退
共
大
分
県
支

部
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
４

８
０
０

国
民
年
金
保
険
料
払
込
証
明
書

（
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
）

を
郵
送
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。（
１
月
１
日
～

12
月
31
日
納
付
分
）

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
10
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先　

別
府
年
金
事
務
所

☎
22
‐
５
１
１
１

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
届
出
が
必
要

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
後
２

週
間
以
内
に
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
面
積

○
都
市
計
画
区
域
内　
　

　
　
　
　
　
　
　

５
千
㎡
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

１
万
㎡
以
上

▼
届
出
者

　

�

土
地
の
権
利
取
得
者
（
売
買

で
あ
れ
ば
買
主
）

▼
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　

�

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、

共
有
持
分
の
譲
渡
な
ど
。

＊�

こ
れ
か
ら
の
取
引
の
予
約
の
場

合
も
事
後
の
届
出
が
必
要
。

▼
届
出
書
類

　

�

土
地
売
買
等
届
出
書
、
契
約

書
の
写
し
、
位
置
図
、
周
辺

案
内
図
、
字
図
等
。

▼�

問
合
先　

政
策
推
進
課
政
策

企
画
係
☎
73
‐
３
１
１
６

杵
築
速
見
消
防
本
部
・
杵
築
消

防
署
新
庁
舎
見
学
会

▼�

と
き　

10
月
26
日
（
水
）
・

27
日
（
木
）
９
時
～
16
時

▼�
と
こ
ろ　

杵
築
市
大
字
中
字

市
１
４
１
２
番
地

▼�

問
合
先　

杵
築
速
見
消
防
本

部
☎
０
９
７
８
‐
62
‐
４
３

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　

介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼�

と
き　

11
月
15
日
（
火
）
13

時
～

▼�

と
こ
ろ　

大
分
全
日
空
ホ
テ

ル
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー

▼�

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

当日参加申込可能

受付　7時 40分～
出発　9時～（Ａコースは 8
　　　時 30分スタート）
コース
　・Aコース・・20㎞
　・Bコース・・10㎞
　・Cコース・・  5㎞
＊�事前申込みは、10月 7日ま
でです。
申込・問合先
　�ザビエルの道ウオーキング
大会実行委員会　日出町商
工観光課内　☎ 73‐ 3158

ザ
ビ
エ
ル
の
道

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

・
開
催
日　
　
　
　

10
月
16
日
（
日
）

・
ス
タ
ー
ト
地
点　

日
出
町
中
央
公
民
館
前
広
場

・
駐
車
場　
　
　
　

日
出
暘
谷
高
校
跡
地
・
大
田
公
園

ひじ産業まつり
開催日　　11月 27日（日）
開催場所　町中央公民館／町営体育館

　もちまき、レストラン、木工教室、苗木無償
配布、農林水産物の販売、町内企業紹介など

問合先　農林水産課☎ 73‐ 3127
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４
１求　

人

【
正
社
員
】

●
一
般
事
務
３
人
●
保
安
警
備

１
人
●
出
荷
下
準
備
１
人
●
清

掃
作
業
員
２
人
●
清
掃
作
業
員

２
人
●
木
造
住
宅
の
設
計
・
現

場
監
督
３
人
●
看
護
師
３
人
●

電
気
技
術
者
１
人
●
介
護
職
員

９
人
●
管
工
事
現
場
管
理
者
１

人
●
飲
食
販
売
員
１
人
●
薬
剤

師
２
人
●
葱
・
み
つ
ば
栽
培
員

２
人
●
資
材
業
務
２
人
●
墓
石

の
営
業
２
人
●
部
品
組
立
作
業

員
（
障
が
い
者
）
２
人
●
基
盤

設
計
技
術
者
４
人
●
工
場
内
作

業
員
２
人
●
ル
ー
ト
配
送
１
人

●
木
工
作
業
１
人
●
葱
の
栽
培

１
人
●
一
般
貨
物
自
動
車
運
転

手
１
人
●
生
活
支
援
員
２
人
●

カ
メ
ラ
組
立
・
検
査
50
人
●
保

育
士
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
正
看
護
師
３
人
●
清
掃
員
３

人
●
警
備
員
３
人
●
電
話
応
対

ほ
か
１
人
●
レ
ジ
担
当
員
５
人

●
出
荷
作
業
２
人
●
惣
菜
の
加

工
・
販
売
１
人
●
調
理
補
助
２

人
●
販
売
３
人
●
携
帯
電
話
販

売
２
人
●
採
点
・
学
習
指
導
の

補
佐
１
人
●
正
・
准
看
護
師
１

人
●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

店
員
４
人
●
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
受

付
１
人
●
調
理
員
及
び
調
理
補

助
１
人
●
介
護
職
員
１
人
●
臨

床
検
査
技
師
１
人
●
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
人
●
惣
菜
調
整
工
１

人▼�

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府
☎
23
‐
８
６
０
９　

商
工
観

光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

麻
生　

悠は
る
か夏
（
雄
大　

太
田
）

田
坂　

妃ひ
め　

（
誠　
　

宮
の
下
）

野
中　

涼
り
ょ
う　
（
真
由　

中
の
二
）

阿
部　

遥は
る
と人
（
孔
明　

中
の
三
）

徳
丸　

士し
ど
う道
（
茂
史　
西
の
二
）

佐
々
木
楓ふ
う
た汰
（
貴
義　

西
の
三
）

田
邉　

志し

帆ほ

（
雅
一　

団
地
東
）

岡
林　

直な
お
や弥
（
芳
弥　

団
地
東
）

鈴
木　

愛あ
い
か加
（
慶　
　

日
出
中
央
）

加
瀬　

研け
ん
と人
（
研
二　

日
出
団
地
）

石
和　

侑ゆ
う
こ子
（
康
宏　

佐
尾
）

大
塚
直な
お
た
ろ
う

太
朗
（
健
一
郎　

佐
尾
）

本
村　

晴せ
い
れ
ん蓮
（
慎
之
助　

上
仁
王
）

首
藤　

悠は
る
と人
（
祐
志　

東
仁
王
）

髙
月　

祥
し
ょ
う
し
ん
真
（
善
徳　

南
部
）

吉
永　

光こ
う
き希
（
こ
こ
ろ　

西
部
）

都
甲　

虎こ
う
た汰
（
剛
孝　

中
部
）

川
野　

煌か
い
と翔
（
豊　
　

辻
の
尾
）

中
村　

篤あ
つ
と人
（
俊
之　

内
野
）

安
藤　

翔し
ょ
う
へ
い
平
（
修
嗣　

内
野
）

河
野
エ
リ
カ
（
一
昭　

八
代
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

大
坪　

春
見　

（
96　

八
日
市
）

川
面
恭
次
郎　

（
84　

南
部
）

後
藤　

翔
治　

（
67　

西
部
）

緒
方
ケ
サ
ヱ　

（
80　

中
部
）

丸
尾
フ
ミ
ヱ　

（
94　

中
部
）

阿
南　

臣
子　

（
77　

平
原
）

神
野　

眞
人　

（
88　

南
大
神
）

宮
本　

忠　
　

（
92　

大
神
中
央
）

廣
石　

悦
生　

（
77　

照
川
）

木
村　

静
子　

（
95　

真
那
井
）

＊
以
上
８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

会員を募集しています！

ウオーキングを楽しもう

　メタボの解消、美容効果、そして楽

しい仲間づくり。

　日出町の美しい自然や文化にふれな

がらウオーキングを楽しみませんか？

対象者　18歳～70歳位までの方

内容　

・�毎月第1土曜日　9時～11時30分　
定例ウオーキング

・�毎月最終土曜日　9時30分～11時
30分　次回コースの下見

・その他、ウオーキング大会参加など
＊�初回は、歩き方の基本や装具等の基

礎を学ぶ講座を開催します。

会費　入会金1,000円　

　　　年会費1,000円（保険料等）

＊随時募集しています。

問合先

　日出町観光協会　☎72‐4255

日
出
町
児
童
文
化
祭

作

集

募

品

　

子
ど
も
会
活
動
で
取
り
組
ん
だ
作
品

や
、
子
ど
も
会
員
に
よ
る
夏
休
み
中
の

工
作
な
ど
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
？

展�

示
期
間　

11
月
14
日
（
月
）
～
21
日

（
月
）

展
示
場
所　

町
中
央
公
民
館

申
込
期
限　

11
月
７
日
（
月
）

＊�

生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
の
う
え
、
作
品
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

参

募

集

者

加

　

芸
能
発
表
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

演
目
は
、
劇
・
ダ
ン
ス
・
伝
統
芸
能
・

合
唱
な
ど
自
由
で
す
。

　

基
本
的
に
子
ど
も
会
単
位
で
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

優
秀
子
ど
も
会
は
、
県
子
連
芸
能
文

化
祭
に
出
場
で
き
ま
す
。

練�

習
日　

11
月
15
日
（
火
）
～
18
日

（
金
）
18
時
～
21
時
の
間
、
練
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
28
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎
73
‐
３
１
５
６

19



	P
ub
lic	In

fo
rm
atio
n

広
報
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日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,646 （＋ 31） ＋ 36
　　　 男 13,703 （＋ 23） ＋ 24
　　　 女 14,943 （＋ 8） ＋ 12

世帯数 11,531 （＋ 14） ＋ 83

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 2）
（＋ 7）
（＋ 2）
（＋ 24）
（＋ 10）
（－ 14）

319
7,284
5,864
3,865
5,846
5,468

平成23年9月1日現在の
    住民基本台帳の登録人口

川野　明美さん（48）　
（豊岡西区）

　手話の通訳者として、大分県
聴覚障害者協会に登録している
川野明美さん。　
　現在は、「とんぼチャンネル」
や、身体障害者福祉協会総会な
どで、聴覚の不自由な方たちの
ために手話を使った通訳をして
います。
　川野さんの手話との出会いは、
大学に入学してすぐの時でした。
自己紹介のとき、となりの席の
人が手話のことについて話して
いたのです。
　手話を初めて知ったとき、「こ
んな言語があるんだ、衝撃を受
けました」と、当時を振り返り
ます。
　今では、ドラマの主人公が手
話を使ったり、テレビで手話講
座の番組があったりと、誰でも
手話という言語について知っ
ていますが、当時、手話のこと
を知っている人はそんなにいな
かったと言います。「手話で話し
ていると、何をやっているんだ
ろうって思われていたような気
がします」と話します。

　入学後、川野さんはその年に
立ち上がった、大学の手話サー
クルに入りました。「手話を使っ
て誰かの役に立ちたいとか、当
時そんな風には思っていなかっ
と思います。ただなんとなく手
話が自分にあっているような気
がして」と話します。
　大学卒業後、大分市に就職し
た川野さん。手話講習会が近所
であることを知り、本格的に勉
強を始めました。2年間講習会
に通い、その後、手話の技術を
より高めたいと、手話サークル
にも参加、平成 3年に大分県認
定通訳者の資格を取得しました。
　「障がいをもった人たちとの交
流は、自分を大きく成長させて
くれました。この出会いがなけ
れば、気付かなかったこと、考
えもしなかったことがいっぱい
あります」と話します。
　バリアフリーという言葉は浸
透していますが、障害福祉に関
する問題は山積しています。「世
の中には、障がいをもった人が
たくさんいます。健常者もいま

す。みんな一緒に生きているん
だってことを感じてもらいた
い」、川野さんは月に一度、夫の
順二さんと町保健福祉センター
で小学生に手話を教えています。
「手話を勉強することで、子ども
たちには何かを考えるきっかけ
をつかんでもらいたい」と話し
ます。
　読み聞かせやその他のボラン
ティア活動にも参加する川野さ
ん。実は順二さんとの出会いも
手話だったと、少し照れながら
話してくれました。
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